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石
　
田
　
正
　
美

  

上
海
―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ベ
ル
ト
地
帯

　
　
　
　
　
　
　
実
現
に
む
け
て
の
第
一
歩

　
　
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
半
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
規
模
を
誇
る

　
今
年
の
２
月
27
日
の
日
本
経
済
新
聞
で
、
物
流
業
者

大
手
の
日
本
通
運
が
、
上
海
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
間
（
約

６
、
３
０
０
キ
ロ
）
の
６
ヵ
国
を
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
結

ぶ
輸
送
網
を
完
成
さ
せ
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ

た
。
確
か
に
２
０
０
４
年
度
に
経
済
産
業
省
の
委
託
事

業
と
し
て
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
が
バ
ン
コ
ク
―
ハ
ノ
イ
間
で
の

ト
ラ
ッ
ク
の
走
行
実
験
を
実
施
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

日
系
物
流
企
業
各
社
で
は
バ
ン
コ
ク
―
ハ
ノ
イ
間
に
加

え
、
ハ
ノ
イ
―
広
州
間
な
ど
で
テ
ス
ト
走
行
を
繰
り
返

し
て
き
て
い
る
。
な
お
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
経
た
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
―
バ
ン
コ
ク
間
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
サ
ー
ビ
ス
は

す
で
に
行
わ
れ
て
お
り
、
中
国
国
内
で
も
上
海
を
中
心

に
、
北
京
、
天
津
、
広
州
、
深

な
ど
主
要
都
市
を
ト

ラ
ッ
ク
で
結
ぶ
サ
ー
ビ
ス
が
日
系
物
流
各
社
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
昨
年
12
月
６
日
に

タ
イ
と
ラ
オ
ス
の
間
で
開
通
し
た
第
二
メ
コ
ン
国
際
橋

は
、
こ
う
し
た
動
き
に
大
き
な
弾
み
を
つ
け
た
。

　
冒
頭
で
構
想
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
区
間
の
国
と

中
国
国
内
の
省
・
市
・
区
の
経
済
状
況
を
概
観
し
て
み

た
い
（
表
）。
な
お
、
現
時
点
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
ル
ー

ト
上
に
は
な
い
が
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
ホ
ー
チ
ミ
ン
に

向
か
う
国
道
一
号
線
上
に
あ
る
メ
コ
ン
川
の
橋
が
計
画

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
バ
ン
コ
ク
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
、
ハ
ノ
イ
が
結
ば
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
、
ま
た
江
蘇
省
は
、
浙
江
省
と
と
も
に
蘇
州
、
無

錫
、
南
京
な
ど
各
都
市
が
上
海
を
竜
の
頭
と
す
る
長
江

デ
ル
タ
の
一
角
を
占
め
る
こ
と
、
香
港
も
広
州
と
の
間

で
高
速
輸
送
が
す
で
に
実
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
国
・
地
域
を
加
え
て
い
る
。

　
ま
ず
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
６
ヵ
国
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
も
経
済
発
展
の
進

ベ
ル
ト
地
帯
実
現
に
向
け
て
の
問
題
点

  

し
か
し
な
が
ら
、
上
海
―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ベ
ル
ト

地
帯
実
現
に
向
け
た
課
題
は
依
然
と
し
て
多
い
。
ま

ず
、
バ
ン
コ
ク
―
ハ
ノ
イ
間
、
広
州
―
ハ
ノ
イ
間
の
物

流
需
要
が
高
い
の
は
、
ハ
ノ
イ
で
必
要
と
さ
れ
る
部
品

の
バ
ン
コ
ク
や
華
南
か
ら
の
よ
り
迅
速
な
調
達
が
可
能

と
な
る
た
め
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
ま

だ
裾
野
産
業
が
発
展
途
上
に
あ
り
、
セ
ッ
ト
・
メ
ー

カ
ー
な
ど
は
従
来
部
品
を
海
路
に
よ
る
輸
入
に
依
存
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
実

ん
だ
上
位
３
ヵ
国
に
加
え
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
追
い
つ
き
、
追
い
越
す
勢
い
を
示
す
ベ
ト
ナ
ム

が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
６
ヵ
国
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全

体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
過
半
数
を
占
め
る
。
一
方
、
中
国
の
６

省
・
市
・
区
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
中
国
国
内
の
31
省
・
市
・

区
の
約
四
割
を
占
め
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
地
域
別

に
み
る
と
、
広
東
省
と
江
蘇
省
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
も

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
次
い
で
第
二
位
の
規
模
を
誇
る
タ
イ

の
経
済
規
模
を
凌
い
で
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
浙
江
省
が

マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
規
模
を
や
や
上
回
っ
て
い
る
点
、

上
海
市
の
一
人
当
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
そ
れ
を

わ
ず
か
に
凌
駕
し
て
い
る
点
な
ど
、
中
国
の
各
省
・
市

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
１
ヵ
国
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上

の
経
済
規
模
を
も
っ
て
い
る
点
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
日
系
現
地
法
人
の
数
で
は
、
上
海
か
ら

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
結
ぶ
ベ
ル
ト
地
帯
は
、
中
国
と
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
日
系
現
地
法
人
数
の
そ
れ
ぞ
れ
約
七
割
を
占

め
て
い
る
。
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現
す
る
こ
と
で
、
海
路
と
比
べ
バ
ン
コ
ク
か
ら
は
10
〜

15
日
が
３
日
間
に
、
広
州
か
ら
は
４
〜
６
日
が
２
日
間

に
そ
れ
ぞ
れ
短
縮
さ
れ
る
。
し
か
し
、
バ
ン
コ
ク
か
ら

ハ
ノ
イ
へ
の
輸
送
需
要
が
高
い
一
方
で
、
ハ
ノ
イ
か
ら

バ
ン
コ
ク
に
運
ぶ
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
区
間

は
空
の
ト
ラ
ッ
ク
を
運
ぶ「
片
荷
」の
問
題
が
存
在
す
る
。

  

な
お
、
タ
イ
の
統
計
で
２
０
０
６
年
の
ベ
ト
ナ
ム
と

の
輸
入
に
対
す
る
輸
出
比
は
３
・
０
倍
で
あ
る
。
そ
の

他
の
国
・
地
域
の
ベ
ト
ナ
ム
と
の
輸
出
入
比
を
み
て
い

く
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
２
・
５
倍
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

３
・
８
倍
、
香
港
で
３
・
１
倍
、
深

で
２
・
６
倍
、

上
海
に
至
っ
て
は
20
・
１
倍
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
片
荷
問

題
は
、
タ
イ
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
し
か
し
、
39
億

ド
ル
を
記
録
し
た
上
海
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
輸
出
額
は
、

実
現
に
向
け
て
踏
み
出
さ
れ
た
大
き
な
一
歩

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
来
て
よ
う
や
く
突
破
口
は

開
か
れ
た
。
ま
ず
、
住
友
商
事
の
運
営
す
る
ド
ラ
ゴ

ン
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
社
が
、
８
月
よ
り
ハ
ノ
イ
と
広

州
を
含
む
華
南
地
域
と
の
間
で
週
一
便
の
定
期
便
を
運

行
、
９
月
に
は
週
二
便
に
増
便
し
て
い
る
。
ロ
ジ
テ
ム

社
は
、
ラ
オ
ス
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
に
ト
ラ
ッ
ク
の
積

み
替
え
拠
点
を
含
む
現
地
企
業
と
の
合
弁
企
業
を
設

立
、
10
月
１
日
に
営
業
を
開
始
し
て
い
る
。

  

今
後
の
こ
の
ル
ー
ト
の
鍵
は
ベ
ト
ナ
ム
の
裾
野
産
業

の
発
展
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
他
方
、
ラ
オ

ス
で
は
タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
通
過
点
に
し
か
な
ら
な

い
と
の
懸
念
も
強
い
。
し
か
し
、
輸
送
頻
度
が
増
加
す

れ
ば
、
そ
の
ル
ー
ト
を
ど
う
活
用
す
る
か
は
ラ
オ
ス
次

第
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
新
た
な
産
業
と
産
品
の
開

発
が
ラ
オ
ス
に
と
っ
て
の
今
後
の
課
題
と
言
え
よ
う
。

タ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア

へ
の
輸
出
額
の
そ
れ

ぞ
れ
73
・
８
％
、

53
・
６
％
で
あ
り
、

ベ
ト
ナ
ム
は
上
海
に

と
っ
て
重
要
な
輸
出

先
で
あ
る
。
特
に
工

業
化
が
進
展
す
る
な

か
で
輸
入
の
急
増
は

し
ば
し
ば
み
ら
れ
る

現
象
で
あ
り
、
か
つ

昨
今
の
ベ
ト
ナ
ム
へ

の
投
資
ブ
ー
ム
を
考

え
る
と
、
裾
野
産
業

も
進
展
す
る
よ
う
に

　
第
三
に
、
バ
ン
コ
ク
―
ハ
ノ
イ
間
は
片
側
一
車
線
の

区
間
も
多
く
、
ベ
ト
ナ
ム
九
号
線
の
区
間
は
カ
ー
ブ
が

多
い
こ
と
、
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
の
区
間
の
制
限
速
度
が
厳

し
く
、
低
速
輸
送
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
の
問
題
点
も
存

在
す
る
。
第
四
に
、
完
成
し
た
道
路
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

も
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

バ
ン
コ
ク
―
ハ
ノ
イ
間
、
広
州
―
ハ
ノ
イ
間
で
の
輸
送

に
つ
い
て
は
、
日
系
物
流
各
社
も
テ
ス
ト
走
行
は
繰
り

返
す
も
の
の
、
慎
重
な
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
か
っ
た
。

も
思
え
る
。
や
や
楽
観
的
な
見
方
で
は
あ
る
が
、
ベ
ト

ナ
ム
の
片
荷
問
題
も
時
間
が
解
決
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

  

第
二
に
、
バ
ン
コ
ク
と
ハ
ノ
イ
と
の
間
を
ト
ラ
ッ
ク

で
搬
送
す
る
場
合
、
現
状
で
は
タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
の
ト

ラ
ッ
ク
は
ラ
オ
ス
に
入
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
直

接
ハ
ノ
イ
と
バ
ン
コ
ク
を
結
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
物
流
企
業
は
ラ
オ
ス
に
現
地
法
人
を
設
立

す
れ
ば
、
タ
イ
―
ラ
オ
ス
と
ラ
オ
ス
―
ベ
ト
ナ
ム
の
国

境
で
の
２
回
の
積
み
替
え
を
１
回
に
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
系
現
地
法
人
の
進
出
件

数
が
四
件
と
、
ラ
オ
ス
の
外
国
投
資
受
け
入
れ
経
験
は

ま
だ
浅
く
、
進
出
企
業
に
と
っ
て
は
予
想
外
の
事
態
に

直
面
す
る
可
能
性
も
高
い
。

シンガポール－上海間の国・地域の人口と経済規模

（表）

シンガポール
マレーシア
タイ
カンボジア
ラオス
ベトナム
ASE A N小計
　　　(%)
A S E A N全体
広西壮族自治区
広東省
香港
浙江省
福建省
上海市
江蘇省
中国小計(香港除く)
　　　(%)
中国全体(香港除く)

総計(香港含む)

4,484
26,686
65,233
14,163
6,135
84,222
200,923
35.4

567,557

46,550
91,850
6,857
48,940
35,320
17,780
74,680
315,120
24.1

1,307,560
522,901

132,273.4
156,924.2
206,645.1
7,256.3
3,521.8
60,965.2
567,586.0

52.9
1,072,824.7

49,738.8
272,952.4
189,537.0
163,990.2
80,164.6
111,714.0
223,395.0
901,955.1

40.4
2,234,289.1
1,659.078.1

29,499.6
5,880.4
3,167.8
512.3
574.0
723.9
2,824.9
149.4
1,890.3

1,068.5
2,971.7
27,641.0
3,350.8
2,269.7
6,283.1
2,991.4
2,862.3
167.5
1,708.7
33,328.1

1,029
779
1,575
7
4

286
3,680
76.3
4,820

11
678
1,129
65
215
1,673
729
3,371
70.3
4,797
8,180

人　口
(千人)

G D P
(100万ドル)

1人当りGDP
(ドル)

日系現地法人
(件)

(注)1) ASEAN諸国および香港の数字は2006年、中国の数字は　
　　　2005年の数字。
　　2) 日系現地法人の数は、すべてをカバーしきれていないた
　　　め、表中の数字よりは実際の数字は多いものと思われる。
(出所)ASEAN事務局、ADBなどのHP、『中国統計年鑑 2006年
　　版』、東洋経済新報社『海外企業進出総覧2007 国別偏』に
　　基づき、筆者作成。

（
い
し
だ
ま
さ
み
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
国
際
交
流
研

　
修
室
・
専
任
調
査
役
）


	所報-第128号-B5-07.10.13_Part4
	所報-第128号-B5-07.10.13_Part5

